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1.研究意義 

近年、我が国では自動車保有台数及び普通

自動車免許取得者数の増加、走行環境の複雑

化、我が国特有の道路環境など種々な要因に

より自動車事故が多発傾向を示している。事

故の内容を検討すると、時間帯別では、夕刻

時に発生する交通事故が最も多く、この中に

は運転時における運転者の種々の情報の見落

とし、発見の遅れなどに起因するものがほと

んどであると考えられる。 
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自動車運転の特徴は、人間が自動車という

閉鎖的な作業空間の中で作業をしなければな

らないことであり、一旦作業を開始すると、

作業遂行に必要な情報や作業結果を常時変化

する動的な外部環境の中から安全に必要な情

報を最適かつ連続的に取捨選択し、適確に判

断して自動車を制御し、進行方向や速度の至

適化をして、初めて目的地に安全に到着でき

るところにある。その際、運転に必要な情報

のほとんどは言うまでもなく視覚より受容さ

れており、故に中高齢者では加齢により、視

力低下、有効視野の狭窄、明暗順応の機能特

性の低下の為、事故を起こす可能性が高くな

る。 

 

 

 

 

我が国は高齢化･長寿化･少子化が急速に進

んでおり、高齢者人口の割合が急速に増加し、

超高齢化社会を迎えようとしている。交通統

計によると近年、高齢者の事故および死亡者

は増加傾向を示しており、今後も中高齢運転

者数が増加をすることが見込まれることから、

早急な安全対策が望まれている。 

 

2.研究目的 

本研究では、｢見落とし｣、｢発見の遅れ｣が

おこりやすく、一日の内で事故発生件数の最

も多い夕刻時の運転に着目し、若齢運転者と

中高齢運転者の視認行動を生理的、心理的、

行動的な面と関連付けて明らかにすることに

より運転者にとって安全な運転環境設計をソ

フト･ハード面より改善することを目的とす

る。 

 

3.第１研究(シミュレータ実験) 

3-1.研究目的 

自動車運転シミュレータを用いて日中時の

環境と夕刻時の環境において、それぞれ運転

走行を行わせ、若齢運転者と中高齢運転者の

運転時における視認行動の特性と不安全行動

との関係を明らかにする。 

3-2.実験期間 

平成 17年 10月～11月末日 

3-3.被験者条件 

 心身共に健康な男性運転者合計 8名で、下 
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記の若齢運転者と中高齢運転者で構成する。 

(ⅰ)若齢者:20歳～40歳 4名 

(ⅱ)中高齢者:41歳～60歳 4名 

3-4.走行コース 

 約 20分のコースを設定し、各被験者に運転

走行をさせる。 

3-5.測定評価項目と測定方法 

本実験で用いる測定評価項目は、生理指標･

心理指標･運転行動指標･性格指標の 4指標に

より構成し、その具体的内容は下記に列挙す

る。 

1.生理指標 

瞬時心拍数、注視点、副次行動 

2.心理指標 

 フェイス項目アンケート、実験後アンケー     

ト  

3.運転行動指標 

 アクセル踏み込み量、ブレーキ踏み込み量、

ハンドル操作量 

4.性格指標 

 Y-G性格検査 

3-6.測定目的及びデータ分析方法 

1.生理指標 

(ⅰ)瞬時心拍数:安静時の心拍数を基準とし、

運転走行時における心拍数の増減率、また変

動係数より、運転者の緊張度を評価し、ヒヤ

リハットにより発生する急激な心的変動を明

らかにする。 

(ⅱ)注視点:運転者の視線移動特性より、眼球

の移動パターンや見落としなどの特徴を分

析･評価する。 

(ⅲ)副次行動:不安全行動発生時や見落とし発

生時等の運転行動を分析･評価する。 

2.心理指標 

(ⅰ)フェイス項目アンケート:運転者の実験前

日とその日の体調、日頃の運転頻度等をアン

ケート調査する。 

(ⅱ)実験後アンケート:他の評価項目と比較･

評価する為、実験走行後に自覚した危険状態

や危険場面等についてアンケート調査をする。 

3.運転行動指標 

(ⅰ)アクセル･ブレーキ踏み込み量、ハンドル

操作量:情報の見落としなどにより発生する

不安全運転行動との関係の特徴について分

析･評価する。 

4.性格指標 

(ⅰ)Y-G 性格検査:被験者の性格を把握し、そ

の性格がどのように運転行動に影響を与える

か分析･評価する。 

 

4.第二研究(路上での実走行実験) 

第一研究と同様の測定評価手法及び被験者

により路上での実車実験を行い、第一研究で

得られたデータ解析結果との整合性、妥当性

の検証をする。 

 

5.今後の課題 

本稿で述べた実験計画をすべて終了させ、

実験データを今後各項目別に詳細かつ総合的

に分析･評価し、運転者特性に最適に合致した

安全な運転環境設計の提案を行う。 
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